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新隊員 内藤小容子（ないとうさよこ）が着任しました 
はじめまして！今年の 4月から酒田市「地域おこし協

力隊」に着任した内藤小容子と申します。 

「地域おこし協力隊」とは、都市部から地方への移住

者が地域活性化のために活動する制度のこと。この制度

の特徴は「その地域の魅力を外からの視点で再発見する

こと」にあると私は考えています。 

神奈川県藤沢市出身のシティガール（！？）ですが、

カメムシにも動じないのはちょっとした強みかもしれま

せん。早く地域になじめるように努めつつも、これから

この地で出会う日々の感動に慣れてしまわないよう、常

に新鮮な気持ちで臨んでいきたいです。 

私の活動の中心となるのは平田地域・東陽地区、拠点

は東陽コミュニティセンターです。とはいえ、地区内外

を問わず幅広く活動していきたいと考えています。どう

ぞよろしくお願いいたします！ 

なぜ酒田市の「地域おこし協力隊」に？ 
私が酒田市の地域おこし協力隊となった大きな理由は、私のライフワークで

ある「社会と自然環境との接点に関わること」を実践できる場だからです。 

前職では自然環境の保全に関わる業務をしており、全国を異動する中で実は

以前にも酒田市内に住んだことがあります。その時は 1 年足らずの短い期間で

したが、酒田市には魅力的な自然環境があるにもかかわらず、地元の方々にと

っては“当たり前”となっていて必ずしもその素晴らしさが認識されていない

のでは？という印象を当時からもっていました。 

“自然・文化”＋“よそ者スパイス”で地域を元気に！ 
特に平田地域は、長い時間をかけて自然と寄り添いながらつくりあげてきた

「里地里山」で、その恵みを受けながら人々が暮らす素敵な場所。ちょっと散

策すれば、さまざまな生きものや美しい景観との出会いが待っています。幼少

期の１番身近な自然が都市公園だった私は「この環境で育った人が羨ましい！」

と感じずにはいられません。この素晴らしい自然環境とそれに根差した文化を

未来の子どもたちのために守り伝え、そこにほんの少しの“よそ者スパイス”

が化学反応を起こすことで、地域の元気につながるような活動をしたいと考えています。 

新型コロナウイルスの影響でなかなか先が見通せない中、地元のみなさまと話し合いをしながらこれ

からの計画を立てていくにも制限がありますが、思考停止にならず、できることから始めていきたいと

思います。 

「地域おこし」の主役は、他ならぬ地域のみなさまです。ぜひお力をお貸しください！！ 
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地域おこし協力隊 古隊員３年目に向けてのご挨拶 
お久しぶりです。３年目を迎えた田沢地区を拠点とし 

ている霞本祐一朗（かすみもと ゆういちろう）です。 

私は神奈川県横浜市出身です。酒田に来て 2年経ち 

ました。自然豊かな生活と厳しい冬を 2回過ごしたこと 

でたくましくなったような気がします。いや、、、たくま 

しくなりました。 

今年度から東陽地区に新しく内藤隊員が着任されたこと 

で、平田地域は 2名で活動していきます。 

私が活動の中心となるのは、平田地域・田沢地区にな 

ります。内藤隊員と共に、平田地域を活性化していきた 

いと考えていますので、本年度もよろしくお願いします！ 

３年目の活動計画について 
 地域おこし協力隊の“任期は最長 3 年間”と定められ 

ています。早いもので、協力隊活動が最後の年となりま 

す。２年間、田沢で活動して様々な課題が見えてきまし 

た。 

そのうちの一つは、私が拠点としている「やまもと農村交流センター」の利活用です。地元住民の方々、

田沢コミ振でも最重要課題としても挙げられています。やまもと農村交流センターを今後どう活用して

いくのか、私なりにこれから実行していく段階に入ります。 

田沢でしか行えないアクティビティ企画を実施 

里山平田と呼ばれている、平田地域は資源が豊富にあります。田沢地区もその一つです！ 

田沢でしか行えないようなアクティビティな企画を住民の方と、一緒に実施していきます。単発イベン

トではなく、今後に繋がる企画を皆さまと一緒に考えていき実行していきます。やまもと農村交流セン

ターを利活用していくと同時に、地元の方だけでできる仕組み作り（イベント）が私の狙いです。 

 行動するにあたり私一人の力だけでは限界があります。住民の皆さま、行政の力が必要です。皆さん

と共に活動していきたいので、どうかご協力お願いいたします。 

一緒に地域を楽しく元気にしていきましょう！ 

 

■かすみのひとりごと（編集後記に代えて）   

皆さん、お気づきかと思いますが、協力隊新聞をリニューアルしました！新たな隊員が加わったこと

で、新しい風が吹き始めているなと肌で感じています。ひらた通信では、楽しく日々の活動をお伝えし

ていきますので見てください。僕は文章を書くことが苦手なもので、いつも以上に必死です。これから

は写真を多めにしようかなと。今まで通りかな？（笑） 

さて話は変わりますが、新型コロナウイルスが世間を震撼させています。正直なところ、今後の活動

計画もどうなるかはわかりません。今、できることを考えながら行動していきます。もちろん“3密”

を守りながら！世間では不要不急となっており、私自身も運動不足気味ですが、“適度な運動は大切”

です。皆さんも体に気をつけてお過ごしください。 

 

QRコード読み込むと、平田地域おこし協力隊【田沢】ver の Facebook が見れます！ 

 


